
〜〈東京⼆期会コンチェルタンテ・シリーズ〉第三弾〜

旧約聖書で最も有名な誘惑劇。サン=サーンスの⾳楽で贈る

『サムソンとデリラ』上演決定
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2020年4⽉25⽇(⼟)・26⽇(⽇) Bunkamura オーチャードホールにて
2019年12⽉21⽇(⼟) チケット発売

公益財団法⼈東京⼆期会は、旧約聖書を題材にした史上最も有名な誘惑劇『サムソンとデリラ』を上演いたし
ます。

指揮には、⼩澤征爾に学び、数々の楽団で⾸席指揮者を歴任している準・メルクルを招聘。サン=サーンスの
⾳楽をこよなく愛するというメルクルが指揮する東京フィルハーモニー交響楽団、東京⼆期会屈指の歌⼿陣とと
もに奏でる⾳楽と、オーチャードホールを壮麗に彩る映像と照明の融合により、フランス・オペラの最⾼峰のひ
とつ『サムソンとデリラ』の世界へいざないます。

2020年4⽉25⽇(⼟)・26⽇(⽇)の上演に向けて、2019年12⽉21⽇(⼟)よりチケットを発売いたします。

2019年12⽉21⽇
公益財団法⼈東京⼆期会報道関係各位

PRESS RELEASE

指揮者 準・メルクル コメント

私はサン=サーンスの⾳楽をこよなく愛しています。それぞれの作品が醸しだすエレガントな様式は、彼の作
曲家としての偉⼤さ、熟達ぶりを物語り、何とも品格に満ちています。軽やかで透明感のある構造や美しい旋律
は、誰しもの⼼を打つのです。

サン=サーンスは⽐較的⻑く⽣き、⻑い間作曲活動をしました。私の中では、19世紀から20世紀のはざまに⽣
きた作曲家と理解しています。しかし、彼は時代の変遷とともに美的価値や⾳楽のスタイルが変わろうとも、決
して⾃らの信念を変えることはありませんでした。それは、⾳楽的なスタイルのみならず、彼⾃⾝の⽣き⽅や⼈
間性、そしてエレガンスという点にも⾔えることです。そして、彼こそが、後に続くドビュッシーやラベルなど
の印象派のフランス⼈作曲家たちに⼤きな影響を与えたのです。サン=サー ンスの⾳楽にこそ、フランス⽂化の
最も美しく洗練された要素が凝縮されているのです。

『サムソンとデリラ』 は、サン=サーンスのオペラの中でも最
も知られた曲です。この作品には、私たちが最⾼のオペラ作品に
期待するすべての要素が凝縮されています。⼒強いストーリー展
開、⼤合唱とアンサンブルの応酬、美しい旋律、そして壮⼤なバ
レエシーン。中でも、最⼤の遺産は、⾳楽を通して、このドラマ
に⽋かせないすべての要素が⾒事に描きだされているということ
です。例えば、当時の中東世界の雰囲気や習慣、そして宗教的な
対⽴が⽣みだす⽭盾した感情というものまでも、サン=サーンスは
⾳楽を通して描きだすことに成功したのです。それら⼀つひとつ
の要素を紐解き、⾳として感じることができるのは何よりの喜び
だと思います。そして、今回⼆期会の歌⼿の皆さん⼀⼈ひとりが
必ずその想いを実現してくれることと確信しています。
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『サムソンとデリラ』あらすじ

指揮 準・メルクル Jun Märkl

ミュンヘンで⽣まれ、ハノーファー⾳楽院でヴァイオリン、ピアノ、指揮を学ぶ。チェリビダッケ、マイ
ヤーに師事。86年にドイツ⾳楽評議会の指揮者コンクールで優勝、その翌年タングルウッド⾳楽祭に参加し、
バーンスタイン、⼩澤征爾に学ぶ。これまでにザールラント州⽴劇場、マンハイム国⽴劇場、リヨン管弦楽
団の⾳楽監督、MDRライプツィヒ放送交響楽団、バスク国⽴管弦楽団の⾸席指揮者を歴任。
ウィーン国⽴歌劇場、ロイヤル・オペラハウス、メトロポリタン歌劇場、ザクセン州⽴歌劇場（ゼンパー・
オーパー・ドレスデン）、バイエルン国⽴歌劇場などでの華々しい活躍と同時に、クリーブランド管弦楽団、
フィラデルフィア管弦楽団、チェコ・フィルハーモニー管弦楽団、ミュンヘン・フィルハーモニー 管弦楽団
など世界的なオーケストラとの共演を重ねている。
⽇本においても、NHK交響楽団、新国⽴劇場、PMF、⽔⼾室内管弦楽団など数々の公演で抜群の知名度を
誇っている。東京⼆期会では、これまでにモーツァルト『イドメネオ』、R.シュトラウス『ダナエの愛』、
ワーグナー『ローエングリン』を⼿掛けており、今回は４度⽬の登場となる。
2021年シーズンからはハーグ・レジデンティ管弦楽団の⾸席客演指揮者に就任。
2012年、フランス芸術⽂化勲章・シュヴァリエを受章。

プロフィール Profile

参考：東京⼆期会コンチェルタンテ・シリーズとは？

東京⼆期会がBunkamuraで展開するセミ・ステージ形式の新オペラ・シリーズ。チャレンジングなレパー
トリー展開をめざし、オーケストラを取り囲むように設置されたステージで、映像と照明を駆使して上演。
ドラマへの理解を深めながら、オペラの楽曲の魅⼒を存分にお伝えします。
第1回は2018年3⽉、ベッリーニの『ノルマ』、第2回は2019年4⽉、マスネの『エロディアード』を上演

し、いずれも新しいオペラの表現⽅法として、⾼い評価を得ました。

古代パレスチナの都ガザ。かつてヘブライ⼈の地
であった都は今やペリシテ⼈の⽀配下に。ヘブラ
イの英雄サムソンは、唯⼀神エホバから授けられ
た怪⼒により、ペリシテ⼈の太守を倒す。絶世の
美を誇るペリシテ⼈の娘デリラは、復讐のために
サムソンを誘惑。その執念の誘惑にサムソンはつ
いに籠絡され、ペリシテの神ダゴンの神殿に捕ら
えられる。神通⼒を失い眼をえぐられ光も失った
サムソンだが、神への懺悔とともに最期に再び⼒
を取り戻し、その怪⼒にて神殿を崩落させ、⼰と
もどもペリシテの⼈々を壊滅させる。
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〈東京⼆期会コンチェルタンテ・シリーズ〉

サン＝サーンス
『サムソンとデリラ』
オペラ全3幕⽇本語字幕付き原語（フランス語）上演

Bunkamuraオーチャードホール
2020年4⽉25⽇(⼟)17:00、26⽇(⽇)14:00
※開場は開演の60分前
※上演予定時間：約2時間20分（休憩を含む）

指揮：準・メルクル

⾳楽アシスタント：佐藤正浩 舞台構成：飯塚励⽣ 映像：栗⼭聡之
照明：⼋⽊⿇紀 合唱指揮：⼤島義彰
舞台監督：幸泉浩司 公演監督：永井和⼦ 公演監督補：⼤野徹也

キャスト：
4/25(⼟) 4/26(⽇)

デリラ 池⽥⾹織 板波利加
サムソン 福井敬 樋⼝達哉
ダゴンの⼤司祭 ⼩森輝彦 ⾨間信樹
アビメレク ジョンハオ 後藤春⾺
⽼ヘブライ⼈ 妻屋秀和 狩野賢ー
ペリシテ⼈の使者 伊藤潤 加茂下稔
第1のペリシテ⼈ 市川浩平 澤原⾏正
第2のペリシテ⼈ 髙崎翻平 ⽔島正樹

※やむを得ない事情により出演者が変更になる場合がございます

合唱：⼆期会合唱団 管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団

チケット料⾦（全席指定・税込）
S10,000円 A9,000円 B6,000円 C4,000円 学⽣2,000円
※チケットお申込みと同時に「⼆期会オペラ愛好会」へもご⼊会いただけます（チケット先⾏予約、割引サー

ビスあり）
※未就学児ご⼊場不可

発売⽇：
ニ期会オペラ愛好会先⾏予約 12⽉12⽇(⽊)〜
―般発売 12⽉21⽇(⼟)〜

チケットのご予約・お問合せ：⼆期会チケットセンター
TEL.03-3796-1831（⽉〜⾦=10：00-18：00/⼟=10：00-15：00/⽇・祝=休）
インターネットご予約は、「⼆期会チケット」で「検索」 http://www.nikikai.net/ticket/index.html

その他プレイガイド
チケットスペース03-3234-9999 Bunkamuraチケットセンター03-3477-9999
チケットぴあ0570-02-9999（Pコード：172-451）https://pia.jp/
ローソンチケット0570-000-407（Lコード：365848）https://l-tike.com/
イープラスhttps://eplus.jp/

主催：公益財団法⼈東京⼆期会 Bunkamura

http://www.nikikai.net/ticket/index.html
https://eplus.jp/

